
平成21年3月5日 大阪湾再生推進会議

大阪湾再生行動計画の実施状況について大阪湾再生行動計画の実施状況について
説明用資料１

「大阪湾（生き物）一斉調査」「大阪湾（生き物）一斉調査」 （於：せんなん里海公園）（於：せんなん里海公園）

［高師浜］［高師浜］ 生き物の同定風景生き物の同定風景 ［香櫨園浜］［香櫨園浜］

タカノケフサイソガニタカノケフサイソガニ

ケフサイソガニケフサイソガニ
干潮時に出現した干潮時に出現した
夙川の河口干潟夙川の河口干潟 ［香櫨園浜］［香櫨園浜］

大阪湾の水質の大阪湾の水質の概況概況
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※H19データは速報値
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【調査点図】

■目標の達成状況 表層ＣＯＤ（夏季）

目標： 親水目的により「1～5mg/L」
・散策・展望：5mg/L以下 ・潮干狩り：3mg/L以下
・海水浴：2mg/L以下 ・ダイビング：1mg/L以下

目標： 親水目的により「1～5mg/L」
・散策・展望：5mg/L以下 ・潮干狩り：3mg/L以下
・海水浴：2mg/L以下 ・ダイビング：1mg/L以下

☆☆親水活動に適した水質レベルを示す親水活動に適した水質レベルを示す
指標である「表層指標である「表層CODCOD」には、」には、明瞭な明瞭な
改善傾向改善傾向ははみられないみられない

行動計画期間

C-1 C-2 C-3 C-4 C-5

行動計画期間

B-1 B-2 B-3 B-4 B-5

行動計画期間

A-4 A-5 A-6 A-7
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※H19データは速報値
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【調査点図】

■目標の達成状況 底層ＤＯ（夏季）
目標
当面：３mg/L

目標
当面：３mg/L

A-4 A-5 A-6 A-7

行動計画期間 行動計画期間

行動計画期間

☆☆生物が生息できる水質レベルを示す指標である生物が生息できる水質レベルを示す指標である
底層底層DODOには、明瞭な改善傾向はみられないには、明瞭な改善傾向はみられない

B-1 B-2 B-3 B-4 B-5
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平成平成2020年度の主な取り組み事例年度の主な取り組み事例

【【行政機関による取り組み行政機関による取り組み】】

１．水質の改善
２．多様な生物の生息・生育場の再生
３．親水性の向上
４．ごみ（河川・浮遊・漂着・海底）の削減
５．大阪湾再生のためのモニタリング
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■水質総量規制制度に基づく総量削減
【平成20年度の主な取り組み】
●大阪湾の目指すべき水環境の目標大阪湾の目指すべき水環境の目標とそのために必必
要な施策要な施策等について検討（閉鎖性海域中長期ビジョ
ン策定）

１．水質の改善

-5-

☆効果的な対策の実施
・大規模事業場以外の汚濁負荷源（生活系、小規模・未規制事業場、面源系）に対する
対策の実施が重要

☆対策効果の的確な把握（＝目標とすべき水質の設定）

☆☆効果的な対策の実施効果的な対策の実施
・大規模事業場以外の汚濁負荷源（生活系、小規模・未規制事業場、面源系）に対する
対策の実施が重要

☆☆対策効果の的確な把握（＝目標とすべき水質の設定）対策効果の的確な把握（＝目標とすべき水質の設定）

第６次総量規制の今後の課題第６次総量規制の今後の課題第６次総量規制の今後の課題

●閉鎖性水域が目指すべき水環境の主な指標の設定
★底層の溶存酸素濃度（底層ＤＯ）：魚介類の生息・再生産、無生物域の解消

★透明度：海藻の生育、親水利用

※今後、大阪湾等、各海域で達成すべき目標値の設定

●●閉鎖性水域が目指すべき水環境の主な指標の設定閉鎖性水域が目指すべき水環境の主な指標の設定

★★底層の溶存酸素濃度（底層ＤＯ）底層の溶存酸素濃度（底層ＤＯ）：魚介類の生息：魚介類の生息・・再生産、無生物域の解消再生産、無生物域の解消

★★透明度透明度：海藻の：海藻の生育生育、親水利用、親水利用

※※今後、大阪湾等、各海域で達成すべき目標値の設定今後、大阪湾等、各海域で達成すべき目標値の設定

検討内容検討内容検討内容
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■下水道事業による排出負荷量の削減
【平成20年度の主な取り組み】
☆下水処理場の整備（計画４箇所）
整備中：2箇所(なわて水みらいセンター[大阪府]、竜華水みらいセンター［大阪府］）
☆下水処理の高度処理化（計画２４箇所）：
一部供用開始：泉北下水処理場［堺市］、三宝下水処理場［堺市］
整 備 中 ：7箇所（大阪府（４）、神戸市（１）、堺市（１）、西宮市（１））

行動計画期間

※普及率は着実に増加

９０．１％(H19)

４３．０％(H19)

下水道普及率下水道普及率

琵琶湖

大阪湾

淀川

大和川

三宝・泉北
処理場

三宝・泉北
処理場
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高度処理高度処理普及率普及率

下水道整備状況の変遷下水道整備状況の変遷

汚水処理人口普及率の変遷汚水処理人口普及率の変遷

■下水道事業による排出負荷量の削減

【平成20年度の主な取り組み】
合流式下水道の改善：武庫川下流流域下水道 完了

武庫川下流浄化センター

雨水Ｐ

自然排水が可能な部分

自然排水不可能

雨水沈殿池 塩素混和池

ポンプ井

Ｐ

高級処理

放流

池排水ポンプで高級処

理系列に返送する。

　これまでは高級処理への返送に１０日を

要していたが、今回、排水ポンプを増強す

ることにより２日で返送可能となり、早期に

沈殿池をドライにすることにより次回降

雨に備えることができる。
沈殿池に溜った水を高級処理する

ことにより、汚濁負荷量を減らす。

◆ 降雨終了後の状況

◆ 降雨中の簡易処理の概要

池排水ポンプ増設

自然排水

＜合流改善後の雨水処理方法＞

琵琶湖

大阪湾

淀川

大和川

武庫川下流
流域下水道

武庫川下流
流域下水道

ポンプ排水機能強化
10日⇒２日

ポンプ排水機能強化
10日⇒２日

沈殿池にたまった水を
高度処理⇒負荷量減へ
沈殿池にたまった水を
高度処理⇒負荷量減へ

沈殿池

行動計画期間 初行動計画期間 初
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大阪府
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神南樋門浄化施設

富雄川浄化施設
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不毛田浄化施設

曽我川浄化施設

久度樋門浄化施設

葛下川浄化施設

大和川上流浄化施設
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南浦樋門浄化施設

信貴川浄化施設

大輪田地区浄化施設

三代川浄化施設

不毛田浄化施設

曽我川浄化施設

久度樋門浄化施設

葛下川浄化施設

大和川上流浄化施設

■河川浄化１
【平成20年度の主な取り組み】
●土庫川浄化施設 完成（大和川水系）

河川浄化施設の分布状況（大和川）

土庫川（大和川水系）
浄化施設（イメージ）

土庫川土庫川

：河川浄化施設
※※図中の河川浄化施設は直轄施設を示す。図中の河川浄化施設は直轄施設を示す。

土
庫
川

土
庫
川

-8-

・浄化方法：植生浄化、接触酸化法、瀬と淵方式

■河川浄化２
●大和川：「河川浄化施設」＋「下水道」の整備等
⇒H20年度の水質観測において

観測史上最も観測史上最も良好良好な水質な水質を記録
⇒環境基準値を達成

大和川水系 水質（BOD）の変遷

大きく
減少
大きく
減少
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平均値、75%値
3.7(H20)

流域の下水普及率：
50%越え(H9)

流域の下水普及率：流域の下水普及率：
50%50%越え越え(H9)(H9)

過去最低の水質
S45年：31.6mg/L ※下水道整備等

負荷削減対策 進捗

清流ルネッサンス21
創設(H6)

河川浄化施設整備開始

清流ルネッサンス清流ルネッサンス2121
創設創設(H(H66))

河川浄化施設整備河川浄化施設整備開始開始大和川流域初
下水道供用開始（S41）

大和川流域大和川流域 初初
下水道供用開始下水道供用開始（（S41S41））



●近木川河口干潟の造成＜継続＞

近木川河口干潟のイメージ

■河川浄化３

近木川河口干潟

近木川
河口位置

【実施箇所】【実施箇所】
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貯留状況の事例

■面源負荷対策

公園・学校等の敷地

敷地は一時的に貯水池になります

溜まった水は徐々に下水道へ放流放流施設
集水管

側溝

側溝

地表下に縦横に張り巡らされた透水性のある集水管に浸透

既設下水道

大阪湾

淀川

大和川

流域貯留浸透施設
(大阪市旭区)

琵琶湖

【平成20年度の主な取り組み】
☆流域貯留浸透施設：旭陽中学校（大阪市旭区）完成
●守山栗東雨水幹線ノンポイント対策事業着手[滋賀県]
●雨水浸透側溝整備[京都市]

平常時 雨天時（貯留時）

【実施箇所】【実施箇所】 流域貯留浸透施設イメージ
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雨水浸透側溝
（京都市）

守山栗東雨水幹線
ノンポイント対策
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■流域の森林整備

【平成20年度の主な取り組み】

●「箕面体験学習の森」の設定
地域・森林ボランティアとの連携による森林整備＜継続＞

●森林ボランティアとの連携による森林整備[各府県]
＜継続＞
＝ 参考 ＝

大阪湾流域内の森林面積
約475,000ha【森林整備状況の推移】【森林整備状況の推移】
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■藻場・干潟等の浅海域の創出＜干潟＞

【平成20年度の主な取り組み】
●２箇所で整備中
（堺泉北港堺2区[大阪府]、
泉北6区[大阪府]）

堺泉北港堺第２区人工干潟（造成中）

２．多様な生物の生息・生育場の再生

外周護岸

計画

整備中

整備完了

計画

整備中

整備完了

計画

整備中

整備完了

計画

整備中

整備完了

堺２区

【実施箇所】【実施箇所】

【干潟の整備状況】【干潟の整備状況】

15大阪湾内 現存干潟面積 (ha)

13.7行動計画期間 計画面積 (ha)

泉北6区
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■藻場・干潟等の浅海域の創出＜藻場＞
【平成20年度の主な取り組み】
●藻場完成：泉佐野地先（4ha）[大阪府]

造成藻場の状況
（阪南市地先：造成２年後）

計画

整備中

整備完了

計画

整備中

整備完了

計画

整備中

整備完了

計画

整備中

整備完了

【実施箇所】【実施箇所】

泉佐野市地先

(ha)
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【藻場の整備状況】【藻場の整備状況】

神戸空港

御前浜

浅場

藻場

着実に増加着実に増加
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■親水的な海岸線整備
【平成20年度の主な取り組み】
●３箇所で整備中＜継続＞
・ポートアイランド（第２期）［神戸市］
・尼崎運河部[兵庫県]
・福島海岸[大阪府]

親水的な海岸線（尼崎運河部 北堀運河）

計画

整備中

整備完了

計画

整備中

整備完了

計画

整備中

整備完了

計画

整備中

整備完了

【実施箇所】【実施箇所】

【親水的な海岸線の整備状況】【親水的な海岸線の整備状況】

着実に増加着実に増加

ﾎﾟｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ
(第2期)

尼崎
運河部

福島海岸

３．親水性の向上
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■臨海部における親水緑地整備
【平成20年度の主な取り組み】
●神戸空港・人工海浜背後緑地 【完成】
●堺2区・基幹的広域防災拠点緑地 【新規着手】

計画

整備中

整備完了

計画

整備中

整備完了

計画

整備中

整備完了

計画

整備中

整備完了

【実施箇所】【実施箇所】

【親水的な海岸線の整備状況】【親水的な海岸線の整備状況】

着実に増加着実に増加

神戸空港

尼崎
臨海部

堺7-3区

計画の増加計画の増加

泉北6区

 

展望台

防風林 

芝生広場 

ﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰ広場

多目的広場 親水広場

神戸空港・人工海浜周辺の様子［H20完成］

堺2区・基幹的広域防災拠点緑地（イメージ）

堺2区
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■親水活動の実施
【平成20年度の主な取り組み】
●「なぎさ海道」ウォーク、「阪神なぎさ回廊ウォーク」
＜継続＞

「なぎさ海道」ウォーク

りんくう公園・マーブルビーチ

【実施箇所】【実施箇所】
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【参加者数の変遷】【参加者数の変遷】

※H20年度の「阪神なぎさ回廊ウォーク」は3月中に実施予定

※

なぎさ海道ウォークなぎさ海道ウォーク 参加者数参加者数
毎年毎年 １万人以上１万人以上 達成達成

なぎさ海道ウォーク

阪神なぎさ回廊ウォーク



■河川清掃活動
【平成20年度の主な取り組み】
●「淀川わんどクリーン大作戦」「大和川・石川ク
リーン作戦」等と連携した河川清掃＜継続＞

河川清掃活動河川清掃活動のの様子様子

４．浮遊・漂着・海底ごみの削減

神戸港湾事務所の協力により、大阪湾や大和川のご
みが漂着するといわれる淡路島東端・成ヶ島におい
ても清掃活動を実施

大和川クリーンデー大和川クリーンデー

成ヶ島成ヶ島成ヶ島
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大阪湾

大和川・石川クリーン作戦大和川・石川クリーン作戦

成ヶ島成ヶ島

【実施箇所】【実施箇所】

淀川

琵琶湖

大和川

■ごみ回収（漂着、浮遊、海底ごみ）

【平成20年度の主な取り組み】
●「大阪湾クリーン作戦」「リフレッシュ瀬戸内」の実施
●海洋環境整備船によるごみ回収＜継続＞
●底びき漁船による海底ごみ除去＜継続＞

回収されたごみの例
友ヶ島（和歌山）

南港野鳥園

海洋環境整備船(Dr.海洋)

リフレッシュ瀬戸内リフレッシュ瀬戸内リフレッシュ瀬戸内

大阪湾クリーン作戦大阪湾クリーン作戦大阪湾クリーン作戦

海洋環境整備船によるごみ回収海洋環境整備船によるごみ回収海洋環境整備船によるごみ回収
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海底

漂着
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※H16の浮遊ごみ回収量が多かったのは、台風の影響によるものと考えられる。

※

【ごみ回収状況：行政・市民参画による回収活動】
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【ごみ回収量の変遷】【ごみ回収量の変遷】 【市民参画によるごみ回収 参加者数の変遷】【市民参画によるごみ回収 参加者数の変遷】
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※H16の参加者数 不明

※

●流出油の回収
・国、地元自治体等が連携し流出油の防除作業を実施
・明石海峡において発生した船舶衝突事故（H20年3月）により流出した油を
回収[五管本部、近畿地整、兵庫県、神戸市、明石市、淡路市]
・流出油回収約8t ⇒その後、海水中の油検出されず

流出油

放水拡散作業（Dr.海洋）

明石海峡付近海難事故 流出油回収状況（H20.3）明石海峡付近海難事故明石海峡付近海難事故 流出油回収状況流出油回収状況（（H20.3H20.3））
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■効率的・効果的なモニタリングの実施

【平成20年度の主な取り組み】
●国、沿岸府県と臨海部の事業者・企業等との連携に
よる「大阪湾再生水質一斉調査」＜継続＞

５．大阪湾再生のためのモニタリング

【調査点図】【調査点図】

H20H20調査点：調査点：
448448点点

＜目的＞
・大阪湾全域の水質水平分布の把握
・効率的、効果的なモニタリングへ向け
た関係機関連携によるモニタリング
体制の検討

＜実施日＞平成20年8月5日

＜調査地点＞海域：193点
陸域：255地点

＜参加状況＞国、自治体の他
企業１２社、２大学
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■モニタリングの内容の充実化
【平成20年度の主な取り組み】
●水質連続測定実施へ向けた検討の実施【新規】

水質センサー（例）水質センサー（例）

浮き

水質ｾﾝｻｰ水質ｾﾝｻｰ

水質ｾﾝｻｰ水質ｾﾝｻｰ

流向・流速計流向・流速計

太陽電池パネル太陽電池パネル

ﾃﾞｰﾀ電送装置ﾃﾞｰﾀ電送装置

設置イメージ

目的

汚濁機構解明、効率的・
効果的施策展開の検討
に向けた水質等の基礎
データの取得
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■市民参画によるモニタリング
【平成20年度の主な取り組み】
●大阪湾沿岸に生息する生き物の調査により水環境を
把握する「大阪湾（生き物）一斉調査」を市民と連携し
て実施【新規】 調査地点(2008年)

須磨一ノ谷海岸

香櫨園浜

甲子園浜東部干潟
（磯、砂浜、砂浜+人工磯、干潟）

矢倉干潟

大阪南港野鳥園

高師浜

大津川河口干潟

阪南2区造成干潟

津田川河口

近木川河口
（2回）

せんなん里海公園
（礫海岸、人工タイドプール）

二色の浜樫井川河口

男里川河口干潟

茶屋川河口
（礫岩礁、河口、砂浜）

豊国崎

１５箇所１５箇所
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植物, 87

貝（巻き貝）
57

鳥類, 43

昆虫類, 36
魚類, 29

海藻類, 28

カニ類, 26

貝（二枚貝）,
24

フジツボ類, 10

爬虫類, 3

哺乳類, 1

両生類, 1

海草類, 1

その他, 64

410種

確認された生き物の種類数（大阪湾全体）確認された生き物の種類数（大阪湾全体）確認された生き物の種類数（大阪湾全体）

・市民による調査で“４１０種”もの
生き物を確認！
・ハクセンシオマネキなど貴重な
生物も多く確認！

・市民による調査で“４１０種”もの・市民による調査で“４１０種”もの
生き物を確認！生き物を確認！
・ハクセンシオマネキなど貴重な・ハクセンシオマネキなど貴重な
生物も多く確認！生物も多く確認！

ハクセンシオマネキハクセンシオマネキ

確認された貴重な生物（例）確認された貴重な生物（例）

・実施日
平成20年6月21日

・主体：

大阪湾環境再生

連絡会、

11市民団体

・参加者数：470名

■H20年度重点的検討課題への対応
【環境改善施策の効果把握（アウトカム指標の設定）】
●大阪湾再生の効果を示し、かつ、市民等にもわかりや
すい７つの指標を設定

●H21年度から評価を試行【新規】

①①底生生物底生生物
②②海岸生物の生息状況海岸生物の生息状況

年間を通して底生生物が生息
できる水質レベルを確保する

質の改善多様な生物の
生息・生育

ごみのない美しい海岸線・海
域を確保する

⑤⑤環境教育・学習の参加者数環境教育・学習の参加者数
⑥⑥大阪湾に対するイメージ大阪湾に対するイメージ
⑦⑦クリーンアップクリーンアップキャンペーンキャンペーン
へへの参加者数の参加者数

人々が快適に海にふれ合える
場を再生する

場の整備

質の改善

場の整備

臨海部での人々の憩いの場
を確保する

人々の親水活動に適した水質
レベルを確保する

海域生物の生息に重要な場
を再生する

具体的な目標 アウトカム指標（案）区 分

③③透明度透明度
④④赤潮の状況赤潮の状況

人と海との関
わり

（②海岸生物の生息状況）

アウトカム指標（案）アウトカム指標（案）アウトカム指標（案）
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【効率的・効果的な施策の展開（大阪湾の環境分析）】
●効率的、効果的な施策展開の推進のため、大阪湾・集水
域の現状・変遷の整理・分析、大阪湾水質や生物生息へ
及ぼす影響の要因分析【新規】

大阪湾の水環境・課題とその要因大阪湾の水環境・課題とその要因大阪湾の水環境・課題とその要因

陸域からの負荷 減少陸域からの負荷陸域からの負荷 減少減少 河川水質 改善河川水質河川水質 改善改善

海域水質・底質には明瞭な改善傾向みられない海域水質・底質には明瞭な改善傾向みられない海域水質・底質には明瞭な改善傾向みられない

【 水底質に明瞭な改善傾向がみられない主な要因 】

◆底質 汚濁の蓄積

◆水質浄化機能の低下

◆海水交換の悪さ（閉鎖性海域）

【【 水底質に明瞭な改善傾向がみられない主な要因水底質に明瞭な改善傾向がみられない主な要因 】】

◆◆底質底質 汚濁の蓄積汚濁の蓄積

◆◆水質浄化機能の低下水質浄化機能の低下

◆◆海水交換の悪さ（閉鎖性海域）海水交換の悪さ（閉鎖性海域）

しかしながら・・・

生物相 貧弱生物相生物相 貧弱貧弱

新規の埋立 近年減少傾向新規の埋立新規の埋立 近年近年減少減少傾向傾向

【 生物相が貧弱である要因 】

◆浅海域の減少

◆水底質の汚濁

【【 生物相が貧弱である生物相が貧弱である要因要因 】】

◆◆浅海域の減少浅海域の減少

◆◆水底質水底質のの汚濁汚濁

0

50
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200

1930 1940 1950 1960 1970 1980 1990 2000

二枚貝類

0

0.5

1

1.5

2

2.5

1930 1940 1950 1960 1970 1980 1990 2000

0-5m 5-10m

浅海域面積の変遷
（万ha）

浅海域面積の変遷浅海域面積の変遷
（万ha）

二枚貝類
漁獲量の変遷
(×100t)

二枚貝類二枚貝類
漁獲量の変遷漁獲量の変遷
((××100t100t))

大きく減少大きく減少

急減急減アサリ等

※※漁獲なし漁獲なし

大阪湾・集水域の
環境の変遷(一例)
大阪湾・集水域の大阪湾・集水域の
環境の変遷環境の変遷((一例一例))
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データなし(～1971)

平成平成２０２０年度の取り組み事例年度の取り組み事例
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【【市民参画市民参画によるによる
環境再生への環境再生への取り組み取り組みについてについて】】



 

大

阪

市

堺市 

高石市 

和泉市 

忠岡町 

 

貝塚市 

泉佐野市 

熊取町 
田尻町 

泉南市 

阪南市 
岬町 

泉大津市

西宮市 芦屋市 

尼崎市 

神戸市 

岸和田市

     ：市民参画による環境再生への取り組み 

    ：環境学習への取り組み 

    ：水辺に親しむ市民参画の取り組み 

    ：市民参画によるごみ対策 

    ：市民フォーラム 

企画 

(２) 南港生きもの育て隊アオサ取り
(２７) リフレッシュ瀬戸内

(８) 兵庫運河  
真珠貝プロジェクト

(７) 市民団体等による啓発活動

(１０) 堺の海・再発見 ～自然体験学習～ 

(１９)一日水辺の楽校開校

(１) 「なぎさ海道」アマモ場再生プロジェクト

(１１)大阪・和歌山ベイエリアキャラバン 

(１６)オオクワガタの棲める森つくり 

(２４)「うんぱく！２００８」 

【赤穂市、明石市、田辺市等で実施】

【岸和田市、岬町で実施】 

【貝塚市、泉南市で実施】 
(１２)子ども交流会とフォーラ

(９) ウミガメ・
エコツーリズム 

(３９)「大阪湾フォーラム」 

拡大する市民参画の取り組み

●取り組み内容
環境再生、環境学習、水辺に親しむ
企画、ごみ対策、市民フォーラム

●件数：３９件
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大和川 

淀川

(１４) 鴨川探検！再発見！

(６) 大和川生活排水対策社会実験 

(１３) 水生生物調査 

(５) うだがわふれあい川づくり

鴨川 

 (４) ボランティア団体等による森林づく

【野洲川・大和川等で実施】 

(１７) 河川愛護セミナ
ー 

(１８) 河川愛護啓発キャンペーン 

(２０) みんなのかっぱ教室、(２
１) 環境学習サポート、(２２) 水
質改善講座、(２３)【絵・ポスター・
作文・写真】コンクール 2008 (２６) 大阪湾クリーン作戦 

(２８) 草津川クリーン作戦、 
(２９) 瀬田川クリーン作戦 

(３０) 名張川クリーン大作戦 
(３１) 宇陀川フェスタ２００８ 

(３２) 環境美化推進の
(３３) 淀川わんどクリーン大作戦、 
(３４) 淀川クリーンキャンペーン 

(３５) 大和川・石川クリーン作戦、 
(３６) 大和川クリーンデー 

【滋賀県で実施】 

【大阪湾一円で実施】 

【大和川流域で実施】 

【猪名川で実施】 

【奈良県で実施】

【名張川・宇陀川で実施】
（１５）ラブリバーキャンペーン 2008

(３０) 河川の一斉清掃デー 

【木津川で実施】 

【淀川で実施】 

(３) 大阪湾（生き物）一斉調査 
(２５) 大阪湾漂流ゴミ及び成ヶ島漂

着ゴミの実態調査 

    ：市民参画による環境再生への取り組み

    ：環境学習への取り組み 

    ：水辺に親しむ市民参画の取り組み 

    ：市民参画によるごみ対策 

    ：市民フォーラム 

企画 

    ：市民参画による環境再生への取り組み 

    ：環境学習への取り組み 

    ：水辺に親しむ市民参画の取り組み 

    ：市民参画によるごみ対策 

    ：市民フォーラム 

企画

■堺の海・再発見～自然体験学習～
●漁業操業の見学や生き物の
観察から、堺の海を知ってもら
うことを目的に地元漁業者と
連携した環境学習会を開催

漁船に乗って大阪湾の環境と生物漁船に乗って大阪湾の環境と生物
について体験的に学習について体験的に学習

タチウオタチウオ

海底にすむ生き物の調査海底にすむ生き物の調査

【実施箇所】【実施箇所】

堺市沖合

【実施日】平成20年10月19日（日）

【主体】堺市、堺市漁業協同組合連合会、
環境省、(社)瀬戸内海環境保全協会

【捕獲された魚】タチウオ、クロダイ、
ウミタナゴ、カサゴ、タケノコメバル、
マルアジ、マアジ、マイワシ
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■見出川パネル展
●水質汚濁が顕著な見出川※で水質改善、水循環への住民の
関心を高め、市民団体間の連携を図るためのパネル展を開
催

見出川流域

【実施日】平成20年10月19日（日）

【主体】見出川流域水循環再生協議会

【参加者数】７００人

【内容】見出川マップづくり、
見出川の簡易水質検査、見出川の生き物展示 等
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見出川（下流部の水質）見出川（下流部の水質）
大阪府：ワースト１位大阪府：ワースト１位
全全 国国 ：ワースト４位：ワースト４位
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見出川の生き物展示コーナー見出川の生き物展示コーナー

【実施箇所】【実施箇所】

見出川の水の簡易水質検査コーナー見出川の水の簡易水質検査コーナー 見出川マップづくり見出川マップづくり

こんな見出川にこんな見出川に
なって欲しい、などなって欲しい、など

カワムツカワムツ サワガニサワガニ

大阪湾再生に関する広報

■国際シンポジウムにおいて
大阪湾再生の取り組みを報告

国際シンポジウム「日本近海における海洋環境保全」

―陸域対策のための研究パートナーシップ―

【開催日】平成21年1月27日（火）

【場所】京都大学百周年時計台記念会館

【主催】京都大学GCOE

「アジアメガシティの人間安全保障工学拠点」

国土交通省国土技術政策総合研究所

【後援】大阪湾再生推進会議

【発表者】ロシア、中国、韓国及び日本の研究者

【参加者数】約１２０名

国際シンポジウム「日本近海における海洋環境保全」

―陸域対策のための研究パートナーシップ―

【開催日】平成21年1月27日（火）

【場所】京都大学百周年時計台記念会館

【主催】京都大学GCOE

「アジアメガシティの人間安全保障工学拠点」

国土交通省国土技術政策総合研究所

【後援】大阪湾再生推進会議

【発表者】ロシア、中国、韓国及び日本の研究者

【参加者数】約１２０名

「大阪湾再生の取組について」の報告「大阪湾再生の取組について」の報告

シンポジウムの様子シンポジウムの様子 -31-



●平成20年４月～平成21年2月までの約１年間の大阪湾再生関係
の報道については、行政と市民・行政と市民・NPONPOなどとの協働の取り組みがなどとの協働の取り組みが
注目され、以下のとおり注目され、以下のとおりであったであった。。

【【テレビ放映テレビ放映等等の状況の状況】】
・テレビ等による報道については、テレビ放映６件、ラジオ放送１件
の計計７７件件。

【【新聞、雑誌等新聞、雑誌等】】
・新聞等の報道については、以下の計計５０５０件件。

朝日新聞3件、読売新聞12件、毎日新聞5件、日本経済新聞1件、

産経新聞1件、
大阪日日新聞1件、神戸新聞4件、京都新聞5件、わかやま新報2件、
奈良新聞6件、奈良日日新聞2件、中日新聞1件、徳島新聞1件、
日刊建設工業1件、日刊建設通信1件、環境新聞1件、
林業経済新聞1件、朝日小学生新聞1件、
web版釣りﾏｶﾞｼﾞﾝ釣りｻﾝﾃﾞｰ1件

■市民参加の取り組みを中心とした報道状況
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読売新聞 平成21年1月8日(木)

新聞記事
「大和川 水質ワースト返上」
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奈良新聞
平成20年10月15日(水)

奈良新聞
平成21年1月29日(木)



わかやま新報 平成20年6月18日（水）

新聞記事
「友ヶ島をきれいに 官民一体でクリーン作戦」

友ヶ島友ヶ島

大阪湾

淀川

大和川

琵琶湖

大阪湾から発生する漂着ゴミ
が問題となっている友ヶ島で
清掃活動「友ヶ島ビーチクリー
ン2008」を実施
（大阪湾クリーン作戦）

大阪湾から発生する漂着ゴミ
が問題となっている友ヶ島で
清掃活動「友ヶ島ビーチクリー
ン2008」を実施
（大阪湾クリーン作戦）
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